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議会改革って何するの？

議会改革

議会の
レベルアップ

みんなの声を聴く情報を発信

議員の
スキルアップ

抽出した課題を３つの分科会に分かれて検討
先進事例の調査研究　山形県川西町

◎町民への情報発信
・本会議等のインターネット
  配信導入
・議会だより構成・編集
・HP や SNS の活用

◎二元代表制の趣旨を
　踏まえた議会機能の強化
・委員会構成の見直し
・本会議、委員会の運営
・タブレット端末等を活用した
  議会ＤＸの推進

◎町民ニーズの把握
・町民との意見交換会の
  企画・運営
・陳情の取り扱い
・議会サポーター制度導入
・議員定数・報酬の検証

◎町民代表としての品位や
　格式の保持
・質疑・質問のルールの検討
・秘密保持、不穏当発言の取り扱い

全体会議で協議し決定

結 

論
議会に関する情報の発信と、
地域住民の声が届く取り組みが必須

令和８年度に実施する取り組み
　●広聴広報活動を所管する常任委員会の設置
　●一般質問の録画配信の実施
　●議会サポーター制度の導入

　野木町議会基本条例の施行から 10 年が経過し、「議会報告会」や「町民との意見交換会」に
よる町民との情報共有、予算決算常任委員会設置やタブレット端末導入による議事審議の効率化
などを行ってきましたが、これらに対する検証と議会運営課題の検討が急務となっていました。
　令和７年６月定例会において、議会に関する活動全般にわたり、検証と課題解決に向けた協議
の場として議会改革特別委員会が設置されました。
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～開かれた議会の実現に向けて～

・議会サポーター制度の管理運営
・町民との意見交換会の企画運営

など

・議会だよりの編集・発行
・SNS を活用した情報発信
・インターネット映像配信　など

後列  眞瀬薫正　鈴木孝昌
前列  松本光司　坂口進治　宮﨑美知子

後列  小泉良一　梅澤秀哉　舘野孝良　針谷武夫
前列  久木亘佑　折原勝夫　小川信子　野田光典

活動内容：議会だよりのモニタリング
　　　　  議員との意見交換
募集対象：�町内在住または在勤の18歳以上で、

議会活動に関心を持つ方
募集人数：５名以内
任　　期：２年間
申込方法：野木町オンライン申請システムまたは
　　　　　議会事務局  （57）4106
応募締切：令和８年９月 30 日（水）

テ ー マ：これからの公共施設のありかたに
　　　　　ついて
募集対象：16 歳以上の町内在住・在勤の方
日　　時：令和 8 年 11月７日（土）
　　　　　13 時 30 分～15 時
場　　所：野木町役場新館２階大会議室
申込方法：野木町オンライン申請システムまたは
　　　　　議会事務局  （57）4106
応募締切：令和８年９月 30 日（水）

議 会 サポーター 募 集 議会カフェ（意見交換会）
参加者募集

広聴広報常任委員会を設置しました
委員長：小川信子、副委員長：坂口進治

広聴部会と広報部会に分かれ、町民の声が届きやすい開かれた議会を目指します。

町民の皆さんのご意見をお聞かせください。
議会サポーターと意見交換会の参加者を募集します

広聴部会 広報部会

野木町議会 SNS ８月より発信開始野木町議会 SNS ８月より発信開始
右の QR コードからフォローお願いします右の QR コードからフォローお願いします

オンライン申請
システム

オンライン申請
システム

Instagram Facebook
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令和８年　第４回　野木町議会臨時会

　６月５日（金）から６月 12 日（金）までの８日間の会期で６月定例会が開かれ、町
長から提案された議案 17 件、議員提案の議案２件を審議しました。各議案の審議結果
は次のページのとおりです。

会 期 日 程
６月　５日（金） 本 会 議
６月　６日（土）・７日（日） 休 　 会（ 議 事 調 査 日 ）
６月　８日（月） 一 般 質 問
６月　９日（火） 一 般 質 問

広 聴 広 報 常 任 委 員 会
６月１０日（水） 総 務 経 済 常 任 委 員 会

文 教 民 生 常 任 委 員 会
６月１１日（木） 休 　 会（ 議 事 調 査 日 ）
６月１２日（金） 本 会 議

令和８年　第３回　野木町議会定例会

　７月 15 日（水）に７月臨時会が開かれ、町長から提案された議案１件を審議しました。
各議案の審議結果は下記のとおりです。

7月臨時会議案審議結果
議案番号 件　　　　　　　　　名 賛成・反対 議決結果

第 1 号 令和８年度野木町一般会計補正予算（第３号） 全員賛成 可　決

野木町議会からのお知らせ

議会を傍聴しませんか？
次回の定例会は令和８年９月４日（金）10 時から開会予定です。 　
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６月定例会議案審議結果
議案番号 件　　　　　　　　　名 賛成・反対 議決結果

第 1 号 令和８年度野木町一般会計補正予算（第２号） 全員賛成 可　決

第 2 号 令和８年度野木町介護保険特別会計補正予算（第１号） 全員賛成 可　決

第 3 号 工事請負契約の締結について
※野木町立中学校屋内運動場空調設備設置工事 全員賛成 可　決

第 4 号 工事請負契約の締結について
※野木町体育センター空調設備設置工事 全員賛成 可　決

第 5 号 工事請負契約の変更について
※町道一級幹線１号線ほか１路線交差点道路改良工事 賛成多数 可　決

第 6 号 工事請負契約の変更について
※令和７年度友沼橋長寿命化工事 賛成多数 可　決

第 7 号 農業委員会委員の任命につき同意を求めること 全員賛成 同　意

第 8 号 農業委員会委員の任命につき同意を求めること 全員賛成 同　意

第 9 号 農業委員会委員の任命につき同意を求めること 全員賛成 同　意

第1 0号 農業委員会委員の任命につき同意を求めること 全員賛成 同　意

第1 1号 農業委員会委員の任命につき同意を求めること 全員賛成 同　意

第1 2号 農業委員会委員の任命につき同意を求めること 全員賛成 同　意

第1 3号 農業委員会委員の任命につき同意を求めること 全員賛成 同　意

第1 4号 農業委員会委員の任命につき同意を求めること 全員賛成 同　意

第1 5号 農業委員会委員の任命につき同意を求めること 全員賛成 同　意

第1 6号 専決処分事項（専決第２号）の承認を求めること
※野木町税条例の一部を改正する条例 全員賛成 承　認

第1 7号 専決処分事項（専決第３号）の承認を求めること
※野木町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 全員賛成 承　認

第1 8号 野木町議会基本条例の一部を改正する条例（議員提案） 全員賛成 可　決

第1 9号 野木町議会委員会条例の一部を改正する条例（議員提案） 全員賛成 可　決
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令和８年度野木町一般会計補正予算（第２号）

歳入歳出予算の総額にそれぞれ 8,316 万円を追加し、総額を 96 億 7,671 万円とするものです。
〈主な内容〉

 ・クビアカツヤカミキリ被害木伐採業務（3,190 万円）
　町内公共施設のクビアカツヤカミキリによる被害木を伐採、処分するものです。
　伐採箇所：�役場敷地、老人福祉センター、シルバー人材センター、ひまわり館、
　　　　　　公園（12 カ所）、小中学校（佐川野小、南赤塚小、野木中）、図書館、
　　　　　　赤塚グラウンド
　　　　　　※町所有地の桜の合計本数：678 本（34 か所）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うち被害木 361 本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→ 令和８年度対応 160 本、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和９年度以降対応 201 本

 ・コミュニティ推進事業（120 万円）
　北斗自治会館のエアコン設置工事に対して補助を行うものです。

 ・農業近代化機械施設等補助金（1,617 万円）
　�新規就農者や担い手を支援する補助金で、井戸、畝立て機、冷蔵庫、農薬散布用ドローン、耕運用

ロータリー、コンバイン、田植機の購入に充てられるものです。

 ・南赤塚小学校駐車場用地買収費、駐車場整備工事（2,410 万円）
　南赤塚小学校の駐車場が不足していることから、近隣の用地を買収し、整備工事を行うものです。

　※上記の他に、特別会計からの繰出金、システム改修業務、各種補助金などがあります。

議案第１号

気になる議案をピックアップ！

１月臨時会

主な議案をピックアップ！

工事請負契約の締結

　野木町立中学校の屋内運動場への空調設備設
置工事の契約のため、議会の議決を求めるもの
です。

１．工　 事　 名　�野木町立中学校屋内運動
場空調設備設置工事

２．工事施工箇所　�野木中学校、野木第二中
学校

３．契 約 の 方 法　一般競争入札
４．契  約  金  額　107,206,000 円
５．契約の相手方　�有限会社猪瀬工務店 

代表取締役　渡邉岳城

工事請負契約の締結

　野木町体育センターの空調設備設置工事の契
約のため、議会の議決を求めるものです。

１．工　 事　 名　�野木町体育センター空調
設備設置工事

２．工事施工箇所　�野木町体育センター内
３．契 約 の 方 法　一般競争入札
４．契  約  金  額　54,956,000 円
５．契約の相手方　�株式会社仙波工業 

代表取締役　仙波義輝

議案第３号 議案第４号

６月定例会
8,316万円

クビアカツヤカミキリ
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農業委員会委員の任命につき同意を求めること

　農業委員の任期満了に伴い、委員の任命について議会の同意を求めるものです。

　酒井　吉一　氏（再任）　中谷在住	 黒須　市郎　氏（再任）　川田在住
　小林　　剛　氏（再任）　野木在住	 加藤　知子　氏（再任）　南赤塚在住
　柿沼　　誠　氏（再任）　佐川野在住	 古澤清一郎　氏（再任）　友沼在住
　老沼　治枝　氏（新任）　川田在住	 永塚　鉄男　氏（新任）　南赤塚在住
　新井　郁男　氏（新任）　潤島在住

議案第 7 号〜 15 号

工事請負契約の変更

　工期延長に伴う交通誘導員の配置日数が確定
したこと及び週休二日制の達成による補正等に
より、契約を変更するため、議会の議決を求め
るものです。

１．工　 事　 名　�町道一級幹線 1 号線ほか 
１路線交差点道路改良工事 

（※野木工業団地交差点）
２．工 　 　 　  期　�着手 令和７年９月６日 

完成 令和８年６月 30 日
３．契  約  金  額　�変更前：103,444,000 円 

変更後：109,417,000 円 
増　額：　 5,973,000 円

　　委員会審議結果：「可決すべき」
　　本会議議決結果：賛成多数で「可決」

工事請負契約の変更

　議案第５号と同様で、工期延長に伴う交通誘
導員の配置日数が確定したこと及び週休二日制
の達成による補正等により、契約を変更するた
め、議会の議決を求めるものです。

１．工　 事　 名　�令和７年度友沼橋長寿命
化工事

２．工 　 　 　  期　�着手 令和７年 12 月１日 
完成 令和８年６月 30 日

３．契  約  金  額　�変更前：63,030,000 円 
変更後：66,935,000 円 
増　額：   3,905,000 円

　　委員会審議結果：「可決すべき」
　　本会議議決結果：賛成多数で「可決」

議案第５号 議案第６号総務経済常任委員会に付託された議案事件 総務経済常任委員会に付託された議案事件

反 対 　宮﨑　美知子　議員

　通称「ゼブラ交差点」の右折レーン整備工事額を 597 万円増額し、請負契約額を１億 941 万
円に変更したいとする議案です。当工事の増額変更は３月定例会に続き今回２回目で、その合計
額は約 800 万円となります。私は、今回の変更理由 2 点のうち、「工期延長にともなう交通誘導
員の配置日数確定による 424 万円の増額」に反対します。
　理由は、１回目の 202 万円の増額変更の中で、既に、工期延長に伴う交通誘導員の労務費、
諸経費、消費税は支払われているからです。なぜ、１回目と重複して支払われねばならないのか
の質疑に対し、「工事全体の中での清算である」趣旨の答弁がありました。全く理解できません。
　誘導員一日一人当たり労務費の契約額も１万７千円から２万円との答弁でしたが、現場では実
際支払われているのか。町には確認の術もありません。

討 論   議案第５号　工事請負契約の変更 ※討論は本人が要約して執筆
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　５月 29 日（金）に佐川野小学校の３年生、また６月 18 日（木）に新橋小学校の３年生が、社
会科の「町のことを知ろう」という授業の一環として、自分たちの身近な役場でどのような仕事を
しているのかを知るために、役場と議会の議場を見学しました。
　議場訪問の際は、議員から議場内の説明に加え、議会での活動や質疑の進め方についても説明し
ました。
　質問タイムでは鋭い質問に答えるのに苦労する場面もありましたが、少しでも議会に興味を持っ
てもらえたと感じました。
　ぜひ来年も議場の見学に来てくれることを楽しみにしています！

◆ 議場で議長席に座れました。議長席から見ると椅子がたくさんありました。
◆ 議場ではしゃべる人にカメラが向いて、それをモニターの画面でみんなに見せています。
◆ 議場には名札がいっぱいありました。
◆ 議場は議会の皆さんが話し合う場所で、赤いカーペットが敷いてあります。
◆ 議場にはカメラとマイクがあって、マイクで話す人にカメラが向きます。

小学生が議場を見学しました！

新橋小学校佐川野小学校

議場で発見したこと！ （小学生の感想より）

令和８年度野木町一般会計補正予算（第３号）

歳入歳出予算の総額にそれぞれ 2,059 万円を追加し、総額を 96 億 9,730 万円とするものです。
〈主な内容〉

 ・野木町省エネ家電購入緊急支援補助金（1,500 万円）
　物価高騰による家計負担軽減と温室効果ガス排出量削減を進めるため、条件を満たす家電を購入し
た場合、各世帯１回限り購入費用の１／２の額（上限３万円）の補助金を交付し、また、高齢者が熱
中症で緊急搬送されるケースが増加していることから、65 歳以上の方のみの世帯に限りエアコンの
補助上限を５万円とするものです。（購入費用の補助は１世帯１回限りの申請です。）

　実施期間：令和８年８月１日～令和９年２月 16 日まで（※申請受付は８月３日（月）から開始）
　対象商品：�エアコン、電気冷蔵庫（統一省エネラベルの多段階評価点★ 3.0 以上） 

照明器具（統一省エネラベルの多段階評価点★ 4.0 以上）

　※上記の他に、小学校及び中学校施設改修事業があります。

議案第１号

１月臨時会７月臨時会
2,059万円

（8） （9）
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問

答
坂口　進治　議員

提案が首長部局から来た時教育
長も認めて校長会で許可した

道の駅アンケートに小中学校の
連絡メールを使用した経緯は

道の駅アンケートの取り方について、
小中学校の保護者の方の賛成は60％と

高い結果が出ていますが、小中学校の連絡
メールを使った経緯を伺います。

アンケートの方法について、校長会に
相談したところ学校の連絡メールを提

案し教育長も認め校長会で許可しました。
　アンケート結果で30代40代が偏っている
のではないかとのことですが、区長、自治会
長、ホープ館の利用者あるいは、町のホーム
ページで無作為に呼びかけ、その中に学校の
保護者も含まれていますが幅広く回答を呼び
かけたところで、作為的に30代40代に限っ
て回答を呼びかけたことではなく、結果とし
て30代40代の回答が多かったのが実態です。

道の駅アンケート調査の目的について
伺います。
道の駅に期待される役割や必要な機能、
地域振興、観光、防災、地域コミュニティ

活性化への期待などについて、若者から高齢
者まで幅広い世代のニーズや意見、提案等を
多角的に把握するために実施しました。
　この事業は、町民の声を反映した形で進め
ていくことが重要であると考えています。

少子化に伴う学校の適正規模について、
義務教育学校や小中一貫校の検討は

行っているか伺います。
現在、野木町では義務教育学校制度を
導入せず、連携型の一貫教育を推進し

ています。他の市町では実現が難しいことで
すが、野木町だからこそできる取り組みとし
て、幼保小中連絡協議会及び小中連携事業を
行っております。
　10年後、20年後と少子化が今以上進行し、
出生数が大幅に減少することも想定されると
ころです。町内の各小中学校の児童生徒数が
合わせて50人を下回る見込みとなった際に
は、小中一貫校の導入も含め、学校の在り方
を検討することが必要になると認識していま
す。

より良い教育環境の確保のための、物
理的な防犯防災対策について伺います。
各小中学校とも緊急通報システム及び
緊急警察通報システムを設置しており、

廊下等にあるボタンを押すことで、職員室に
通報され、直通で警察と連絡が取れるように
なっています。また、今年度、町内全小中学
校に防犯カメラが設置されることとなりま
す。
　不審者に対する訓練ですが、各学校で火災
や地震発生を想定した訓練と同様に、不審者
対策に関する訓練も行っています。
　防災対策について、各施設耐震工事は完了
しており、体育館の空調設備については、本
年度、中学校２校に設置し、小学校は来年度
以降に設置する予定です。

（8） （9）
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問

答
折原　勝夫　議員

まず、町の熱中症対策について伺いま
す。

　暑くなり始めの頃から運動し、汗をかいて
本格的な暑さに向けて体を慣らす「暑熱順化」
とエアコンの作動確認をするとともに、エア
コンを使用するという意識の啓発を促す「エ
アコンの試運転」、この二つを本格的な暑さ
を迎える前にできる熱中症予防策として、町
を挙げて奨励してはいかがでしょうか。

ご提案の「暑熱順化」と「エアコンの試運
転」を今後、町のホームページや広報「の

ぎ」、SNS等で周知したいと思います。

本町には、町を挙げての組織は無いと
のことですが、小山市では、官民一体

となった組織である「小山市熱中症対策関係
者連絡会議」を立ち上げ、オリジナルのポス
ターやチラシ等のグッズを作成し配布するな
ど、様々なアイディアと工夫を凝らして熱中
症対策を講じています。
　本町でもそのような取り組みいかがでしょ
うか。

そのような組織の設置は、官民の意識
を統一する上で有効であると思います。

　酷暑日が常態化しつつある中、熱中症特別
警戒情報に基づき、暑さをしのげる場である
クーリングシェルターの設置協力を町内事業
所へ促すための参考にしたいと思います。

次に、町の鳥獣害対策について伺いま
す。

　本町では、イノシシの捕獲を鳥獣被害対策
実施隊の方が行っているとのことですが、現
在何名の方がご活躍でしょうか。

実施隊につきましては、現在14名の方
が活動しています。

これまでに捕獲されたイノシシは、令
和６年度が87頭、令和７年度は100頭

であると伺いました。
　現在、その個体の処理は、埋設するか25
㎏以下に解体してゴミとして焼却処分されて
いるそうですが、実施隊の皆さんの心身への
負担は、相当のものがあると思います。
　私が先日視察した千葉県館山市では、従前、
捕獲し止め刺した個体を埋設しておりました
が、高齢化する捕獲者の負担軽減と環境汚染
防止の観点から、令和５年度に有害鳥獣焼却
処理施設を設置し、捕獲した個体をそのまま
焼却処分できるようになり好評だそうです。
　本町でも、このような焼却処理施設を設置
したらいかがでしょうか。

実施隊の高齢化、負担軽減を踏まえ、
ご提案の処理施設等、今後他市町のも

のを参考に検討を進めたいと思います。

高齢者世帯のエアコン設置補助は、
実施に向け検討して参ります

昨年答弁された熱中症対策の
エアコン購入助成は、如何ですか

一度に 400㎏焼却処理できる施設
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問

答
久木　亘佑　議員

英語教育の充実を掲げ取り組む

小・中学校の英語教育の現状は

児童生徒の英語力は、どのような指標
で把握・評価しているのか伺います。
中学校卒業時に英検３級程度以上の英
語力をもつ生徒が全体の70％になるこ

とを目標としています。

英語が苦手な児童生徒に対する支援策
について伺います。
学級全体が「失敗しても大丈夫」「間違え
ても馬鹿にされない」という心理的な安

全性が高い学級づくりをすること、さらには、
授業中の単語練習や教科書の音読練習の際に
は、デジタル教科書を活用して個人的に練習
できる時間を確保するとともに、英語が苦手
な児童生徒に対して教師が個別に支援する機
会を設けるなど、ＩＣＴの活用による支援も
行っています。

不登校児童生徒に対しても、オンライ
ン英会話などへ参加できる環境整備を

行っているのか伺います。
現在のところは教室とＡＬＴをオンラ
インでつなぐというところまでしか環

境整備ができておりません。今後はそのよう
な機会が設定できるか、ＡＬＴ委託業者とも
検討していきたいと思います。

今年度国際交流事業が中止となりまし
たが、代替事業を検討したのか伺いま

す。
検討はしましたが、中止の判断、決定
した時期が今年度であり、代替案を企

画運営する時間が取れず、実施が難しいと判
断しました。来年度、中学３年生にも対象を
広げて対応できればと考えております。

災害対策における、高齢者や障がい者
など要配慮者への避難情報伝達体制に

ついて伺います。
「野木町地域防災計画」に基づき行う事
になっております。また、避難支援者

と避難行動要支援者が迅速に避難出来るよ
う、個人ごとに個別避難計画を作成して頂く
ように進めております。

企業や事業者との災害協定の締結状況
及び活用実績について伺います。
令和７年度末までに企業・団体・自治
体などを対象に、52件の災害協定を締

結しています。活用実績については、令和元
年の東日本台風時に関東フーズより飲料水の
提供、令和５年のダウンバースト発生時には、
社会福祉協議会、建設業組合等から災害対応
のご協力をいただいています。

「きらり館」に事前登録するボランティ
アについて「町オンライン申請システ

ム」を活用できないか伺います。
今後所管課と協議し、システム利用可
能か検討してまいりたいと思います。

災害ボランティア登録申込書
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問

答
宮﨑 美知子　議員

学校給食の調理業務委託について伺い
ます。町は全７校の学校給食を２社に

業務委託していますが、その委託額は11か
月分と聞きます。事実なのですか。
　最新のハローワーク求人欄に野木中学校調
理員が出ていました。給与月額は19万円か
ら20万円。６人で350食をつくり、勤務時
間は朝７時半から16時半とありました。
　実質９時間労働でこの給与はあまりにも少
ないと思いませんか。その上、業務委託額は
11か月払いであることから、８月はこれす
らも支払われていない可能性がある。求人情
報を教育長はどんなふうに思われますか。

改めて申し上げますが、11か月分の金
額ではなくて、11回に分けて業務委託

先にお支払いをしているということです。業
務委託ですので、我々としては、委託先の業
者が労使関係で結ばれた中で、どのような金
額でという部分は、追うことも指導すること
も監督することもできません。
　これだけのお金で委託を受けていただいた
ので、それでお支払いいただいている。そし
て、一生懸命働いていただいているというふ
うに我々は理解しています。それを子どもた
ちが笑顔で食べておりますので、そちらはご
理解いただければと思っています。

４月から学校給食無償化が始まりまし
たが、食物アレルギー対応のために、

代替弁当を購入している児童生徒と、家庭か
ら代替弁当を持参する児童生徒への無償化策
について伺います。

通常の給食費と同額の小学校6,100円、
中学校7,200円を給付します。

食物アレルギーの代替食、除去食を提
供しなければならないのは野木町です

が町は提供できていない。そのような事情の
中、町に経費をかけさせることなく弁当を購
入する児童生徒への全額補助は「不公平」では
ないと思います。代金全額を給付すべきだと
思います。教育長はそう思いませんか。

我々のほうで判断した「公平性」を、ご
理解いただきたいと思っております。

長期欠席児童生徒への給食無償化策に
ついて伺います。
給付適用については、対象の児童生徒
が登校し教育活動に参加していること

を前提としています。長期欠席児童生徒は登
校の事実がなく、学校での教育活動に参加し
ていない状態のため、給付の補助対象外とせ
ざるを得ません。各小中学校とも、給食だけ
でも食べに来てくれればと考え準備しており
ます。

学校に来ないから給付しませんという
のは少し乱暴過ぎませんか。教育長の

判断ですか。

教育委員会の判断です。

業務委託のため、どのような
金額でとは指導監督できない

野木中調理員の求人情報、給与月額
19万〜20万円は少な過ぎる

　　　　　給食室の様子
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問

答
梅澤　秀哉　議員

令和７年度は約2.4km実施

町道の路面標示の保守は

交通量の多い町道でも中央線や側線、
停止線が見えづらくなっています。特

に雨が降っている夜間は全然見えない箇所も
あります。このような状況は大きな事故にも
つながりかねません。
　町道の区画線の再塗装は、長期的な視点に
基づいて計画を作成していますか。

長期的な計画は作成していませんが、
現状を踏まえて随時対応しています。

　また、道路のメンテナンスと併せて進め方
を検討したいと考えています。

通学路の保守が最優先だと考えていま
すが、例えば緊急性が高いなど、どの

ような判断基準で再塗装を行っていますか。
町内の主要幹線を中心に、交通量の多
い交差点やカーブの付近など、事故の

危険性が高いと想定される個所は、その都度
摩耗の状況を見て施工を判断しています。
　そのため、町として再塗装の判断基準は設
けていません。

今年４月の道路交通法改正以降、町内
の歩道を自転車で通って良いかどうか

わからないという声を聞きます。
　自転車が通行できる歩道に関する情報を町
民に伝えていますか。

現在町内で自転車通行が可能と指定さ
れているのは、国道４号線の歩道と、

国道４号線を入って野木中学校付近までと
なっています。
　歩道の自転車通行は、13歳以下の方や70
歳以上の高齢者について、歩行者の通行を妨
げない範囲で可能とされています。
　道路交通法改正に関しては町ホームページ
やＳＮＳ、小山警察署だよりを全戸に配布し
て周知しています。

今年度の全町避難訓練では、町民と連
携したどのような訓練を考えています

か。
避難所の自主運営に向けて、区長や自
主防災組織の方々と連携し、情報伝達

方法の確認や職員と共に避難者の受付および
非常食の配布を行うことを想定しています。

避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）を区長や自
治会長、自主防災組織の方々と町職員

が一緒に行うのはいかがでしょうか。
ＨＵＧは非常に有効な訓練であると考
えています。県内では主に栃木県防災

士会の講師を迎え、訓練を実施している団体
も多くあります。
　今後も町職員、または自治会や自主防災組
織と連携してＨＵＧを体験できるよう広めて
いきたいと考えています。

路面標示がほとんど見えない町道
中央線、停止線、右折車線はどこ？
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問

答
松本　光司　議員

わんわんパトロールとは、“わんわんパ
トロール”を示すリード標を付けた愛犬

と散歩しながら、その途中に不審者など見つ
けたら警察に通報・連絡する活動であります。
　凶悪犯罪が日常化しているからこそ、安全
で安心して暮らせるよう地域の犯罪抑止効果
を高め、住民の防犯意識の醸成のため「なが
ら見守り」を、今年度中に実現しませんか。

日常で犬の散歩中に誰でも防犯に協力
できる地域の「ながら見守り」体制は、

防犯上大変に重要であります。
　無理なく継続できると思いますので、防犯
運動の啓発のため「わんわんパトロール」は前
向きに検討していきたいと考えます。

介護疲れや、ケアのために仕事を辞め
ざるを得ず、経済的困窮や社会的孤立

など多くの困難に陥ることもあるケアラーを
支える、ケアラー条例の制定を町はどのよう
に取り組むか伺います。

重要な課題でありますのでケアラー条
例の制定は、検討したいと考えます。

町は、単身高齢者等の24時間・365日
見守る体制として、急な体調不良時に

意識があれば装置のボタンを押すことで包括

支援センターにつながる緊急通報装置を貸与
しておりますが、意識を失いますとボタンが
押せず連絡が取れません。
　そこで、現在の緊急通報装置に人感セン
サー機能をオプションとして追加すること
で、センサーが日常の生活動向を見守り24
時間以上反応がない場合には、必要に応じて
救急車を手配するなどＩＣＴを活用したス
マート見守りができるオプション費用の補助
は如何でしょうか。

オプション費用の補助は、一部補助等
を含めまして検討したいと考えます。

認知症は特に徘徊といった症状が、時
には深刻な事故を招きかねません。

　我が町の要介護1,422人の内、認知症と診
断された人は635人で45%占めております。
　2007年に認知症の方がＪＲ東海の列車に
はねられ、ＪＲ東海は遺族に約720万円の損
害賠償を求める事故が起き、保険加入の支援
が各自治体で始まりました。
　栃木市では、徘徊中に線路内に入り電車の
運行を止めてしまった場合や、他人の物を壊
した場合を想定した損害賠償制度を始めまし
た。
　我が町には、ＪＲ宇都宮線が走っており何
時列車事故が起きるかもしれない大きなリス
クを抱えておりまので、徘徊事故に備える事
故補償制度の導入はいかがでしょうか。

事故補償制度の加入支援は重要なこと
であると考えますので、今年度の高齢

者福祉計画、第10期介護保険事業計画の策
定にあたり、支援策等を検討してまいりたい
と考えます。

前向きに検討していきたい

わんわんパトロールの早期実現を

狭山市の使用例



（質問・答弁ともに質問者が要約して執筆）　６月定例会における一般質問６月定例会における一般質問

（14） （15）

問

答
小泉　良一　議員

法律や条例等に基づき整備する

公園設置の基本的な考え方は

町の管理している公園の数について伺
います。
町の公園の数は、都市公園が22カ所、
その他の公園が40カ所で、合わせて大

小62カ所の公園があります。
　そのほかにも民間の住宅開発により整備さ
れた公園も数多くあります。

公園を設置する基本的な考え方につい
て伺います。
都市公園法や野木町都市公園条例及び
野木町うるおいのあるまちづくり条例

などの法律や条例等で設置基準が定められて
おり、それらに基づいて整備を進めることに
なっています。
　子どもたちが遊具などで遊んで過ごせる公
園や、運動を目的とした公園、その他健康維
持のための施設やドッグランを設置している
公園など、それぞれ特色を持って整備してい
ます。

町の公園の増設の考え方について伺い
ます。
野木町の都市公園条例に照らし合わせ、
その数や整備状況を考慮すると、増設

する必要性があると考えています。地域住民
の方のご意見をよく伺い、踏まえた上で計画
したいと考えています。

公園の管理状況について伺います。

総合運動公園は生涯学習課で、その他
の公園は都市整備課で管理を担当して

います。業務内容としては、植栽の剪定や伐
採、雑草の除去、トイレの清掃、遊具等の点

検、公園駐車場の開閉など、多岐にわたる業
務をシルバー人材センターや各業者に委託し
て実施しています。

ふるさと納税の考え方について伺いま
す。
町にとっては有効な財源の一つである
とともに、本町の魅力を町外に発信す

る重要なツールの一つであると認識していま
す。

ふるさと納税の実績について伺います。

本町における寄附受入額は、令和５年度
が4,282件、4,630万2,216円、令和６年

度が2,035件、3,011万6,000円、令和７年度
2,876件、6,237万3,500円と徐々に上がって
きています。

ふるさと納税の今後の対策について伺
います。
全国的に米、肉類、海産物、果物等、
日用品などは日常的な需要が高く、寄

附者に選ばれている傾向であることは認識し
ています。
　今後は、ヒットできる商品の研究を強化し
ていきたいと考えています。

だいてばこひろば
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問

答
小川　信子　議員

協働を進めるために、コーディネーター
の配置や企画段階からの参画支援を検

討しているのか伺います。
社会教育主事の知見を活かし、協働へ
のコーディネート活動を図っていけれ

ばと考えています。ボランティア支援セン
ターきらり館との連携を深め、協働への参画
支援を強化する新たな窓口になって欲しいと
思っています。

協働のまちづくり支援事業、わがまち
つながり構築事業の補助金を活用した

団体の約４割が活動を休止していますが、町
として原因分析を行っているのか伺います。

具体的な活動休止の原因確認は行って
いませんが、団体構成人員の減少や高

齢化、生涯雇用年齢上限の引き上げによる社
会構造の変化、活動内容の変化など、様々な
要因が考えられると認識しています。

若い世代の参画を促す仕組みづくりに
ついて伺います。
気軽に参加できる体制づくりや、若者
にとって満足度の高い活動の充実、協

働に参画するメリットなどの明確化を進めて
いきたいと考えています。それにより、野木
町の魅力向上につながることを期待していま
す。

きらり館設立当時、町内のボランティ
ア活動を一元化する目的がありました

が、補助金を受けた団体の中にはきらり館に
登録していない団体もあります。町は町内の
ボランティア団体全体を把握しているのか伺
います。

全体を把握することは重要であると考
えています。関係部署と連携し、相互

に共有を図ってまいります。

さくらねこ無料不妊チケットにより
392匹の手術が行われたとのことです

が、これらの猫を管理するという考えはない
のか伺います。

一般的に猫に餌
を与える場合は

責任を持って飼育する
ことが基本的な考えで
す。近所トラブルの恐
れもあるため、猫の飼
育については啓蒙啓発
を行っていきたいと思
います。

高齢者に多い多頭飼育の前兆を早期に
把握するためには、福祉部門との連携

が必要と考えます。現在はどのように連携し
ているのか伺います。

今年度、栃木県動物愛護指導センター、
各市町の環境部局・福祉部局の３者が

連携し、それぞれの専門性を生かしながらよ
り効果的な問題解決の取組みを進めたいと案
内がありました。町としてもこの取組みを活
用し、対策を進めて行きたいと考えています。

連携して取り組むまちづくり

町における協働の定義は

　　　　
野木町ボランティア支援センター「きらり館」
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問

答
鈴木　孝昌　議員

次の訓練に向け
検討を進めている

総合災害対策訓練を
実施するべきである

防災意識の高揚や、平時の備え・災害
時の適切な避難行動の促進につながる

防災教育を推進する事を目的とした、栃木県
が誇るＶＲ地震体験車両があります。ＶＲ
ゴーグルとＶＲチェアが連動して地震・火災・
風水害の臨場感あふれる映像が流れストー
リー性のある災害の疑似体験が可能となって
います。町民の防災教育に大変有意義な体験
になると考えますが実施する事を要望しま
す。

町も防災教育に大変有意義なものと考
えていることから、本年度の全町避難

訓練に活用を考え申請しました。現在、町体
育センターでの実施を予定しています。

全町避難訓練と同日実施には無理があ
ります。ＶＲ地震体験車両体験日を設

定し、のぎ日鉄建材パークや日東工業エニス
ホールでの実施を計画して、一人でも多くの
町民が体験できることを望みます。

今後、イベント等があれば申請を行い、
多くの方に体験して頂きたいと考えて

います。

下野新聞によると、首都直下地震をマ
グ二チュード7.3、野木町の震度は５、

１都４県の帰宅困難者840万人との公表を受
け、県危機管理防災局は「東京圏からの避難
者受け入れ要請に役割を果たす」と述べてい
ます。野木町の受け入れ態勢を含め、平時か
ら県との連携強化を図る事が一番重要と考え
ますが、協議体制を伺います。

７月23日に、県と合同で図上訓練を予
定しており緊密に連携を整えています。

国は、ペット避難の指針として同行避
難を基本としペット用品・飼育管理等

飼い主の責任を明確に示しました。町も飼い
主の責任を周知するべきと考えます。

広報のトピックス等を活用しながら、
周知啓発を行っていきます。

国土交通省が定める快適トイレの導入
について伺います。
町は、袋式トイレを備蓄するとともに、
他市町からの仮設トイレの供給や県の

トイレカーの配備要請を行い、衛生的な生活
環境確保に努めていきます。

【国土交通省が定める快適トイレ】

（外観） （内観）
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議会の主な活動記録議会の主な活動記録

令和８年
５月　８日（金）　議会運営委員会
　　　　　　　　議会改革特別委員会
　　１６日（土）　煉瓦窯春フェスタ
　　　　　　　　平和都市宣言記念式典
　　２２日（金）　議会運営委員会
　　２６日（火）　全国町村議会議長会
　　　　　　　　　議長・副議長研修会
　　２７日（水）　栃木県町村議会議長会
　　　　　　　　　議長・副議長研修会
　　２８日（木）　議会全員協議会
６月　５日（金）～１２日（金）　
　　　　　　　　第３回野木町議会定例会
　　　９日（火）　広聴広報常任委員会

　　１０日（水）　総務経済常任委員会
　　　　　　　　文教民生常任委員会
　　２４日（水）　議会全員協議会
　　　　　　　　広聴広報常任委員会
　　２６日（金）　第１回栃木県町村議長会
　　　　　　　　　議長会議・議長研修会
　　２７日（土）　野木町消防団夏季点検
７月１５日（水）　議会運営委員会
　　　　　　　　議会全員協議会
　　　　　　　　第４回野木町議会臨時会
　　　　　　　　広聴広報常任委員会
　　１８日（土）・１９日（日）
　　　　　　　　ひまわりフェスティバル

《編集　広聴広報常任委員会　広報部会》
編 集 長　折原　勝夫　　副編集長　久木　亘佑
　 　 　　館野　孝良　　　 　 　　針谷　武夫
　 　 　　小泉　良一　　　 　 　　梅澤　秀哉
　 　 　　小川　信子　　　 　 　　野田　光典

〒 329-0195 栃木県下都賀郡野木町丸林 571
TEL 0280-57-4106　FAX 0280-57-4190
E-mail：gikaijimukyoku@town.nogi.lg.jp

  各 議 案 に 対 す る 賛 否 （議長を除く）令和8年６月定例会の

（賛否の分かれた案件のみ記載しています。他の案件は全員賛成で可決されました。）
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工事請負契約の変更
（町道一級幹線１号線ほか１路線交差点道路改良工事） × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11 1 可 決

工事請負契約の変更
（令和７年度友沼橋長寿命化工事） × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11 1 可 決

※表内の○は賛成、×は反対

＊ 編 集 後 記 ＊
議会改革特別委員会の成果として広聴広報常

任委員会が設置され、これまでの「議会だより
編集委員会」に替わって、委員会の広報部会を
中心に「議会だより」の編集が始まりました。

創意工夫を凝らし、町民の皆様に「手に取っ
ていただける」、「読んでいただける」ための紙面
の改革、刷新を徐々に進めて参ります。

さらに、ＳNＳや議場の映像配信とリンクし
た紙面づくりにより、情報発信の充実強化に努
めます。

また、広く町民の皆様の声を聴き、議会だよ
りはもとより、議会活動に活かして行く機関で
ある、広聴部会も活動を始めておりますので、
忌憚のないご意見をお寄せいただければ幸いで
す。

広聴部会、広報部会一丸となって取り組んで
参りますので、ご期待下さい。

議会だより編集長　　折原　勝夫　
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